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産絹量を異にする家蠶の發育性状に關する研究

（第6報）蠶體内に於ける灰分特にCaOの分布に就て

永井覺

Satoru NAGAI:- Untersuchungen uber die Wachstumseigenschaften des 

Seidenspinners von Produktivitat der Seidensubstanzenstoffe.

〔VI〕 Uber die Verteilungen des Aschengehalts und CaO in Raupenkorpern.

　　　　　　　　　　　　　　　　　〔1〕緒　　　雷

　　家鎌の畿育に俘ふ翻饅構成成分の攣化及び夫等構成物質の雄理的意義に膨阿しては川瀬陣士等

　（1913）、墾塚憾：ヒ（1917）、大橋氏（1933）、米湖民及び山藤陣一1：（1935）蛇1こ赤堀博士（193P、

　1942）等其他多くの研究業績が畿表されてゐるが、特に絹緑物質遺鵬景の多簿ε、これに伸ふ

　残鯨の髄組織造成εの楓互に於ける組成物質の態臓、虹に之に基く欝兇酸育機制Sの關係に就

　て嫉立畿すべき所見比較的砂いやうに窺はれる。

　、著蒋は薦網最を異にする家翻の褒育性｝伏に關し、蒋予の槻察を重ね羅品種系統の表現する畿

　育性状乃溌特性なるもののEEI　msに就ては、之が羅髄構成上絹縣物質のi！1むる黛的劇合の多少も

　亦重要なる要素εなるこεの鐙慷を衛1て既に報欝（19－L1～19櫨勲）｝る』逸ありたるも1璽にかsる

　絹綜物質の壌的割合の漕提に伸ひて撮取養分が他の残蝕膿組織の組nt　NSの櫓互に於て、如何に

　分配されるか、叉延いては慧兜獲育上に如ぞ可なる影響を奥ふるかにつき、灘繭量を異にする系

　統羅の膿内に於ける灰分、特にCaOの分布につき槻察したる結果の大要捻薙に報告するi次第

　である。

　　而して本實験に當りては系統別、畿育日別に夫々各種成分につき之が溝長を観察するの豫定

　を以τ試料を整へたるも、夫等の継てに瓦る試みは全く不可能なるの實惰に至りたるは、より

　正鵠なる所見を得る上に誠に遺憾εする慮である。然しながら難韓構成物質中灰分ヤ特にCa

　に就では藤井博土（1926、1931）蚊に中協博士（19弧）等の研究及び所論にも窺はれるやうに、欝

　兇の健否εも密接なる關聯にある許りでなく、清丞氏（1934）及び赤罵憾士（1939）等の指摘せる

　が如く欝児の脇皮時に多鐙のCaを排幽する等、餓兇の新陳チ瑞謝作用上璽要なる意義を有する

　ざ共に、特に網綜物質中には麺めて多くの伽を含有する事實、蛇に波多野氏（1915）、大石茂

　（1918）及び中機茂（192Q）等のCaOε翻兇及び繭等の網互に就ての凱察儲果より考察して、灘

　騰内に於けるCaOの分布態度は重要なる間題を提示するものε考へられる。依つて薙に産絹

　盤を異にする家簸を柑料ざして、特に夫等の網綜物質ざ残絵の艘組織Sの相酬ご於けるCaO

　の溝長關係に就ての比較観察を試み、翻児蛮育機制の攻究上若干の示唆を輿へむεしたもので

　ある。

、、
@本文に入る，に當り｛特に懇篤なる御曝示ε御校閲の螢を賜りたる蒲生叡授に野し心からなる

　感謝の意を表するS…裟に，實験上格別の御高配を願ひナる中田太郎氏、廣瀬次郎氏蚊に蜜瞼を

　搬當せられたる長野實氏、藤弗善雄氏に野し併せて深謝する次第である。

・　　　　　　　　　　　前〕供試系統及び實験方法’

鰹）洪試系統齢撫似11脚騨孫統の内・翅二化睡の産綴膿にするCk　e2
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　及びC3を供試した。邸ちC1系は礒絹縫多く、C2及びC3系は之に訳で産網殿妙き系統で

　ある。而して各系統共5齢期22．1°C、78％に於て、鼠返及び魯桑を給與せるものにして、何

　れも5齢8日目にして熟獺期に至っfものである。
　　　　　　　　　ず　　’
（2）　實験材料は訳の如くして調製した。

　※5齢起獄より熟獄に墓るまで鯨日♀♂同数の羅兇をεりv’生膿のまS直ちに開腹解削して

　　濾食管内容物を除まし、網縣腺ミ残鯨の｛鑑系lt織（絹綴腺、膿液及び胃内堺物を除く他の紺

　　織の全部）’Sに別ちb何れも附着騰液を源紙にて拭ひεる。

　※次で網綜腺及び髄飢織の新鮮物につき夫々金薫を郷量後b乾燥し分析實瞼に供用した。

（3）分析蜜験に當りては下記によりて行つナこものである。　ノ

噸馴捌ゆ繭剛に撒せるも、縮に於ても述敵るが鵜翻青に伸ひ、礪襯期
　　（2日目う、同中期（5日目）及び同後期（7日目）の3時期に於けるものを系統別に供用ずる

　　こざ言した。而して之が供胴憶児頭敷は5麟η期40頭、同中期26頭N同後魍20頭にし

　　て何れも♀♂傘敷宛のものである。

　X分析實駿に於ては系統別に噂期別、組織別に之が粗乾燥材料を更に粉状に，確嚢たる上

　　10伊G桶1乾燥後、乾畷勿燈を秤量しナこ。

　※乾物は磁製皿Lに移し、瓦斯火にて淡化後更に800°C電熱燃1にて6時間以上に鳳りて灰化せ

　　しめ、灰分を利｛量するo

※次で得たる灰分の飛量をSり一般常法により磁一〇×alatざなし、．　KMnO唱を以て滴窺終

　　結鮎を求めCaQ蹴を弊出した。而してこの場合用ひた臓のKMnO　1は0、054N液にして、

　　之が1c．cはi．52mg臨CaO及び1．lmgr．　Caに梱當し7eものである。

、　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　〔皿〕　　實験諮吉果重立に考察

　　（A）絹縣腺及び弼豊組織、の鷲膿構成物盟の分布比率　　　・’・

　　　．實験の結果得たる系統別、時期別蜜測殖蚊に之が糸陽緯腺及び騰組織への分ffi比牽につき之を

　　示せば第1・V”2表及び第1囲の如くである。而して第1圏に在りては綱孫腺の金蟄（網縣腺＋

　　膿組織），に封する比傘のみを示したものである。　　　1　　・　　　　　　　　　　　　　。．

，　　　　　　　　　　　　　　　　　第1衷　系統別、5齢日別分析實測値　　　　　　　（昭16．聯）
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　　　　　　　第2表　系統別、5齢H甥絹鯨腺及び艦組織量の分布比傘
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　示せる前表及び岡によりて之を鵡

るに、金燈に封するi新鮮網赫物質駕

歩合は既に第1報（1941）に於ても報

，告したやうに経過に伸ひ、3ζ塵繭鍛
　　　　A
多きi系統鴛εなるに從ひて増加し、

膿組織重ル倉は之に反する分布比藥

を示すこ’Sが指摘されるε共に、か

かる傾向は乾物、灰「分及びCaO蚤

’の絹懸腺及び膿組織への分布比牽に

於ても全く同様なるござが認められ

る。而してこの楊合編縣腺の分布比

率の漕長に在りて之が新鱒物及び乾

物は繹過に俘ふ増大傘大なるがみら

れるが、灰分及びC乱0は纒過に俘
　縄ヨ順r→stS2ee　　　　　　　　　　　s拳♪ffe　　　　　　sas7e8
　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　’　　　　　ふ濡長に比し却てi系統的消長大にし

て、殊に産絹澄多き系統獄Sなるに從ひ膿組織の揚合に比較して絹縣物質へ⑱灰分及びCaO

の分布増加劉合極めて大なるこSが認められる。

（B）　新鮮物に劉・する乾物挙の経過潰畏　　・・

絹綜腺及び騰組織の夫々に於ける経過に俘ふ乾物輩にっき比較すれば第3表及び第2躍に示

すが如くである。
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紐織内乾物傘を塘加する傾向が認められる。

　邸ち綱縣腺及び騰組織に於頓る乾物寧の澗畏關係は筆者の第1報（1騒1）に於て鰻告珍るが如

く、産鵬量多壷系統駕は齢初期に於ける髄質遭成の騒盛なるこS、その紗唐系統盤に在りては

齢の中、後期に至りて艦質造成の旺盛なるこSを認めたる辮麗に獅しs内窟的に綴し得たもの

ミ認められるo　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　t

（C）齢翻醐翻溝鷹、　　∵　　 L　．　　　螂
　5齢維過に伴ふ組織別灰勢牽の漕長につ歯比鮫槻察すれば前癩せる第3表及び第3圖に示す

蟄曾

桝　7

季亨

　藷
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　前褒及び第鮎圓によりて朝物の新鮮物に謝

する歩合の幽睦みるに，懸圧L織に在り．rcは

絹綜腺の掛合に比較して乾物傘多きも、庵網

糧多唐系統にありては5齢末期去llて綱縣腺に

於ける・1捌勿傘火にして、絹綜物質の遽成著し

瀞こεを窺ふこSが斑来る。蒲して騰組織に

雀りては蕪齢按」期磯絹澱の審嚢系統罐芭なる

に從ひ糟吻拳夢く、中期｝：釜りては沓系統共

近似の乾物率を添し1麹19］に及びては初期ε

金く相反し　鰹絹驚妙灘系統欝譲に於て却て髄

が如くである。

　次分の新鮮物及び職物に鍬する含奮牽の

溝長に戯ては既に赤熔檸士（1939）の詳細な

る報告あるも、筆：蓄の慨綴織別によりて得

たる前衷及び策3謝によりて之をみるにk

絹綜腺に在りては何れの系統麗も終樋に俘

ひて灰分の含奮牽を減少する傾向顯著にし

T、既に多くの研究蒋によりて指摘されて

ゐるやうに1雛澱に伸ひ、灰分搬取壁に比し

絹綜造成物質言しての蛋白質の薯蟹著しき　　一t

℃ざを推察し偲るのである。髄組織にあり
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ても絹縣腺の揚合ε周鎌の傾向を辿るこざが認め得られるが，M網紡腺の揚合に於ける痩化Sそ

の趣きを異にし、5齢初期常に絹細！泉に比し灰分含有奪小なるも、後期に璽るに從ひ却て綱綜

腺に於ける灰分含有傘より多くなる傾向が塒綴1杓に｝認められるo

　而して産絹漿多由系統罎εなるに從ひ、網細腺に船ては初期之が含イ∫傘砂豪も後期に於ては

却て増加し、艦組織にあbてIJ絹聯腺の揚合5粂く相反する溝長關係が灘められる。か・る傾

向は乾物寧の澗長關係に於ても捌察し禍られたるIII　Iil：して、灰分の利用に就ても臓組織の趨成

S密鍍なる關聯にあるこεが明かに指摘され得る腿である。

　更に翫に述ぺたるやうに是等灰分の艘内分布上ヒ傘に在りては、艘組織の場倉にjlヒし綱縣腺に

於ては殊に後期増加する劇合大なるにも絢らず、この隣期じ於て却で之が次分含腐率は艘組織　，

の揚合に比し小εなるを示すは、茨分以外の螢白等の曹澱による叢成寧大なる結果招粟されテこ

ものなるこεは明かである。

（D）CaO含有傘の縄過湘長

　5齢経過に伸ふCaOの新鮮物、乾物蛇に灰分に封する含有摩麟ll織別に槻察せる結果を示

せば第4衷及び第4圖の如くである。

　　　　　　　第4蓑　系統別、5齢日別絹ヲ孫腺及び髄組織内含轟くNo．2）
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　甥4表並に第4圓によりてCaQ含喬傘の溝長關係をみるに、先づ新鮮物及び乾物に鋤する

網縣腺内CaO含有率は何れの系統翻にありても繹過に俘ひて漸減しb慨継1震に於ても概ね漸

　減の傾向を示すが、絹縣腺の揚禽の如き著しい攣化は認められない。是等の溝提關係は雫而、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　観に先輩によりて指摘されてゐるやうに、繹過に伶ひて他の構成物質盤が著しく∫曾大する矯に

欝らされた結駐であるこEは明かである。

　　而して系統別にみる揚合、絹綜腺内CaO含衡率｛よ常に塵網量多き系統鷲εなるに從ひて高

奪εなるを示し、艘組織に筏りては齢N’is期一定の傾向を認め碍ないが、後朋に輩りては綱綜腺r

　の揚合ε金く相反し、却で産綱量の砂き系統鑓に於で高率を示すこざが槻察される。LIJ’ち熊編　1
　　　　　　　　　　　　　
量多き系統ma　Sなるに從ひM絹綜腺内に灰分呼嚇にCaの縛移奪多豊こSが描紫される。

　i次に灰分に獅するCμ0含有傘の痩化についてみるに、既に逮べたるが如き結果εその製化

　の様相を異に．し、5齢切期を除くの外何れも騰組織に比較して網孫腺の灰分鋤CaO含禽奪は

　極めて高傘なるを示し、絹綜腺に於けるCaO）蓄殴多きを認め得るのである。璽に之が継逸に

　伸ふ溝畏は各系統何れも、絹孫腺及び艘紐織ε￥）に次分鋤含筍藥を漸1曾しb特に綱綜腺に於て

　か・る傾向著しきもド系統別にみる揚合は廃網轍多き系統獄ざなるに從ひ、絹縣腺に於ける

CaO含有寧鴬に高牽を示し、騰組織にありては絹綜腺にみられるが如嚢系統別愛化＄全く梱

反する傾向がみられ、絹縣物質造成上疎分中特にC餌謁i励て宿接なる關麟にあるこεが窺は

　れる。即ち騰綱澱の塘加は残舩の欄維織の捲成を薯しく制肘するが如き關係にあるこ霊が、特

　にCaに於て顯著に認められたのである。　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　嘲

　（】S）　産絹蚤を異にする系統別澗長の比較

　　第1表に示せる魔測魑に基きて之が5齢5日目及び70風竃測値含計鰍より鷲騰内分布比摩　　昼

・虹に紙織別構成成分の含傷寧な弊出し、系統別綜念比較に資すべき戚績を添せば第5～6衷及

び第5～6馴ごみるが如くである。特に5齢5日目及び7闘囲成績より鎌出しだのは騰網壁を

　異にずる特性を関かならしむる総めにしたものである。　　　　l　Pt

　　　　第5表系統珊綜合Lヒ較表（5齢5日囲及び7口日費測値含翫轍立κ之がhas比聯）
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、第6表系統別・組織別含奉綜合比較表（策5萱墜より算田）

淵欝灘F儲響牲i離散

絹繍豫

幽L織

燈　澱

ii調i雛／i：lll：ii騰1雛

新鮮物鋤
眉　次　砲

c3ic21σ1
％

O．028　0．035　0，041

0．044．O、C46　0．039

0．0390　，042　0、040

乾物鮒　　　次分i尉
眉7E翠　　蕎茨率
・・1・・【・・G・團C・

婁麹搬糠撫踊，，、
髭

　　　　　　　　　　η欝
3s

　　　　　　　　　　　灰1）・
3e

2s

えo

翻1：lll：ll撫：鷹

・1・・1・・291・・281・・・・…9・…

Cs　　　　　　c2　　　　　　ζt

「

拠　桑継別組織別公勅縦幡肖畏

　　　　　　，．〆　　　　　　」．e

σ3　　ζz　　ごズ　　63　　ごz　　c’　　c“　　Ca　　ζ，　　Ce　　CL　　山　　c3　　｛h　　C，　　Ca　σ晃　　c，

　　前掲圖表によりて之を槻るに、産絹鐙を異にするに伶ひ夫々特微あるを示し1概ねi次の如き

　事項が指摘されるゴ　　　　　　　　’、　　，’・

　※翻艘構成上に於ける絹緯腺及び騰組織εの分布比華は産網量多き系統欝εなるに從び、槻察

　　した範圃内鴨於ける各種成警に於ては、絹縣腺への分布量を多からしめる傾向があるが、灰

　　分特にC麺はその傾向顯著である。

　※乾物の新鮮物に封する含牽は産絹蚤多き系統ma　Sなるに從ひ、綱綜腺に於ける乾物率大ミな

’　　り、膿組織及び燈全最に於ては絹綜腺の揚合S全く梱反する傾向が認められる。

　※琢分及びCaOの新鮮物勉に乾物に封する含禽牽は産網鍛多き系統SC　Sなるに從ひ、網縣腺

　　に於て特にCaOの含有率多く、饅組織に勘く、又醗金蟻に於ける含荷傘に於ては系統別養

　　・「異上ヒ較的盛紗いこεが窺はれるo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，、

　※獣に特に灰分欝CaOの含有奪は前記事實εその趣きを異にし、絹綜腺に於てば艘組織のぞ

．　れの含有率に封比し常に高傘を示ずが、特に産絹燈多き系続Sなるに從ひかSる溝長驕係は
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　　顯著である。腿発彙に於ても燕絹量多き系統瓢三なるに從ひ、潜干その含有率を多かちしむ

　　る傾向あるもそのi差は紗いやうである。

　洋以上の結駐よの撒取せらるる各種騰構成物質の禽有傘は膿全鍛に於て之が戸勧購｛：を異にする

、　　系統的叢異比較的紗きにも拘らず、絹綜腺及び艦組予醗に於ける含有率は産絹縫を黙にするに

　　よりて繍簾に柑反する關聯を以て漕」蔓し、趨綱鍛多き系統羅ざなるに從ひN網綜腺への含有

　　傘特にCaC）の含有傘を多からしめb慨紐織への含有率を砂からしむる傾向が柚掴）て特徴的

　　に窺はれる。是等の溝提關係は蔵絹鍛を異にする鱗児の援育機制を支配し、延いて藤井博士

　　（1926pの不健慶罵に於ける腿液中特に石灰、苦i：の灘：紗壷を認められたる結果に照し、騰縞

　　量の」曾加は慨緻織中の石灰等の禽侍率を砂からしむるを以て、強健性に勤しても何等かの關

　　係あるべきこSが考へられる。

　※而して産絹鷹多き系統羅に於’〔特に（裁が絹綜物質中に薯穣せらるる量傘多きは留意すべき

　　貼にして・波多野氏（1915）N中恨磯（19蜘）及び友石氏（19i8）等の石1天蠣類添食及び眉次率多

　　き桑葉給與の揚合、野照羅より繭重、繭癬黛を堀したる窟績に艦み、CEL　i綱孫物質i遣成ε

　　は夫々轡接なる關聯にあるこεか窺はれるが、昆等の4三理的梱11膨田係に就ては赤属tPt　：t

　　（1942）が（弛代謝上絹縣腺も亦、重要なる意義を荷する苫述べられてゐるこεに鑑みて、猫

　　今後の攻究に侯たねばならないQ

　　　　　　　　　　　　　　　　　〔IV〕総　　　括

　　　産網量を異にすざ5齢期鷲兇1こ就て・綱赫腺及び艘継織別蚊に畿育縫過別に掘察せる乾物、

　　次分・特にCaOの滑長關係につ漆得たる結果を総括ずれば次の如くである。

　　（1）熊児の圏内容物及び｛｝翻醤1を除きたる灘煎に調する絹縣∬葺1の新鮮物、乾物、灰分及びCaO

　　　の慨内分布澱比箪は・薫網蹴多津系統獄’tfなるに從ひ工大にして、特に灰秀及びCaOの分

　　　布比肇に於て顯著である。幾蝕の髄組織に於ては編綜腺の揚含霊金く櫓反する傾向が謝めら

　　　れる。而して新鮮物及び轄物は縫澱に，伸ふ分布澱比奪の塘加剛合大にして、次分特にCaO

　　　に於ては麟騒鰻にす孫統的の1膿關係が大である。

　　（2）新鮮物に麹する乾物率は絹縣腺に比し鱗組織に於て大なるも、簸網蟄多き系統脚こ在り

　　，ては5齢末期却て絹綜腺に於ける乾物含何灘大ざなゐ。即ち艘組織に於ては廃網燈多き系統

　　　ec　Sなるに從ひb　5齢籾期乾物率多歯も、中期は特系統共近似の率を示し、御鰍こ棄りては

　　　初膿全く轍し、灘脚馳系統蹴於て却て静を赫に郵謎力槻察さ轟。

　　（3）灰分の新鮮物及び麓物に職する禽俳華は、組織別にも亦何れの系統獄に於ても経過に伸　P

　　　ひて｛騨を示すに至るが蝉醐1田醐徽に比し糊織眼て騨なるも、後鵬却て絹
　　　縣腺に於て低傘なるを示すに墓る。講して産絹縫多き系統錨εなるに從ひ、網綜腺に於ては

　　　齢初朋之が倉牽妙く、後期は一EIJて高傘を宗し、艘組織は網綜腺の揚合ざ相反する消長關係が　　　’

　　　認められる。　　　　．

　　（4）c・0の鮪摩に於脚鮒鰍ぴ輔劒に鮒る舗蜘媚徽及び髄組織共に灘麺に俘
　　　ひて漸減働司を示すも綱締腺1ま糊こ顯著ゼある。系統別にみる揚合v網孫腺に於ては塵絹鐙

　　　多き系統羅εなるに從ひて高傘を示しb膿組織は齢前期一箆の傾向な歯も、後期に至りては．

　　絹綜腺の鋤合に櫓反して療絹母妙き系統翻に於て高率を示すに翌る。

　　（5）次に齢樹するC・0倫静の鍵化は欄の如蛾縢εその溝長關勲異にし，聯初

、　　期を除くの外何れも絹綜腺は騰祖織に比較して高牽を示し、之が経過｝藁伸ふ痩化は系統別に

　　　15　）．組織別にも共にその含有率を漸檎しs特に網綜腺に於て顯著である。而して庵絹壷多き

　　系統灘εなるに從ひ網縣腺内の含禽傘を増加し、髄組織は縞孫腺の揚合ミ相反する様櫓が観
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一察される。

（6）撮取せらるる各繍豊構成物質の含有率が膿慰壁に於ては産絹量を異にする系統的蕪異比

　較的妙き喝、組織別にみる揚合鷹糸縢の多き系統獄ごなるに從ひ、絹縣腺に於ける構成物質

　殊にCaOの含有率を多からしめて髄組織の含有傘を低下し、その妙き系統獄に在りては却

　て｛澄組織に於ける含有卒を高めて絹蒜腺内の含有傘を低減せしめ・系統的には羅蹴構成紐織

　別に全く相反する極めて特徴ある相瓦的關係が窺はれる。

（7）以上麗膿構成物質の組織別分布の溝長闘係は灘目彙を異にする翻兜の畿育機制を支配

．しh延いて灘兜の健康性にも關聯を衛するに至るこミが考へられるざ典に、特にCaは網綜

　物質造成の上に極めて密接なる關係にあるこεが窺はれる。

　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　（於郡是製縣株式會砒歎事1野研究室）
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